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西之表市は 60周年

60 周年ロゴマーク完成！
種子島中美術部が作成…8
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本
映
画
は
波
及
効
果
を
う
ま
く
戦
略

立
て
る
事
で
、
計
り
知
れ
な
い
経
済
効

果
を
生
む
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
「
観
光
客
の
増
員
」、「
居
住
者
の
促

進
」、「
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
」

な
ど
種
子
島
に
貢
献
す
る
こ
と
が
我
々

の
使
命
と
思
い
、
記
憶
に
残
る
作
品
作
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
・
オ
ン
・
ザ
・

　
　

ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
２

　
　
　
　

島
内
撮
影
開
始

　

喜
多
一
郎
監
督
映
画「
ラ
イ
フ
・
オ
ン
・

ザ
・
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
」の
次
作
と
な
る「
ラ

イ
フ
・
オ
ン
・
ザ
・
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
２
」

の
撮
影
が
、
島
内
各
地
で
５
月
下
旬
よ

り
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
作
「
ラ
イ
フ
・
オ
ン
・
ザ
・
ロ
ン

グ
ボ
ー
ド
」
は
、
当
時
、
湘
南
を
「
お

や
じ
サ
ー
フ
ァ
ー
」
だ
ら
け
に
変
え
て

し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な

社
会
現
象
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

本
作
品
は
、社
会
で
起
き
て
い
る
様
々

な
問
題
に
立
ち
向
か
う
「
人
間
」
た
ち

の
物
語
で
す
。
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け

で
種
子
島
に
向
か
う
主
人
公
。「
壁
に
ぶ

つ
か
り
、
人
生
に
疲
れ
、
生
き
る
目
的

を
失
い
そ
う
に
な
っ
た
」
主
人
公
。
種

子
島
で
素
敵
な
人
々
と
出
会
い
、
美
し

い
大
自
然
の
中
で
生
き
て
い
く
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
一

度
「
夢
」
を
抱
い
て
動
き
出
し
ま
す
。

　

豪
華
キ
ャ
ス
ト
陣
は
後
日
発
表
。
魅

力
的
な
実
力
派
キ
ャ
ス
ト
が
ド
ラ
マ
を

盛
り
上
げ
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

エ
キ
ス
ト
ラ
募
集

　

撮
影
に
伴
い
、
様
々
な
場
面
で
出
演

い
た
だ
く
エ
キ
ス
ト
ラ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
エ

キ
ス
ト
ラ
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

　

毎
週
金
曜
日
20
時
か
ら
、
エ
フ
エ
ム

鹿
児
島
で「
ラ
イ
フ
オ
ン
ザ
ロ
ン
グ
ボ
ー

ド
２
」
の
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
「
ラ
ジ
コ
」
に

ア
ク
セ
ス
す
る
と
番
組
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

番
組
で
は
映
画
の
内
容
や
、
鹿
児
島

県
や
種
子
島
に
関
す
る
情
報
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
も
選
ば
れ
注
目

さ
れ
て
い
る
サ
ー
フ
ィ
ン
に
つ
い
て
な

ど
、
女
子
ト
ー
ク
有
り
、
マ
ル
秘
ト
ー

ク
有
り
、
聞
い
て
ち
ょ
っ
と
楽
し
く
な

る
番
組
で
す
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は

映
画
の
出
演
者
で
も
あ
る
２
人
の
女
優

ラ
ジ
オ
放
送
開
始

▲パーソナリティーの松原奈佑さん（左）
と南美沙さん（右）

喜
多
一
郎
監
督
か
ら

▲映画に出演する南美沙さん

で
、
市
役
所
経
済
観
光
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
お
別
れ
シ
ー
ン
の
撮
影
を
６
月
９
日

（
土
）
午
前
中
、
西
之
表
港
で
行
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

が
担
当
。
前
半
「
南
美
沙
の
サ
ー
フ
＆

ウ
ェ
ー
ブ
」
／
後
半
「
松
原
奈
佑
の
奈

佑
ト
ー
ク
」
の
２
部
構
成
で
お
届
け
し

ま
す
。

▲喜多一郎監督



日
髙
涼
太
さ
ん
（
15
）

　

日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟

　

強
化
指
定
選
手
に
決
定▲強化選手指定の報告に訪れた日髙涼太さん（中央）

と酒井勝也さん（右・西之表市サーフィン連盟）

　

日
髙
涼
太
さ
ん
（
15
・
納
曽
）
が
、
一

般
社
団
法
人
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
（
酒

井
厚
志
理
事
長
）
の
強
化
指
定
選
手
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

日
髙
さ
ん
は
、
２
０
１
７
年
度
同
連
盟

Ｕ
16
ラ
ン
キ
ン
グ
８
位
な
ど
、
素
晴
ら
し

い
戦
歴
を
残
し
て
お
り
、
昨
年
行
わ
れ
た
、

種
子
島
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
自
分
の
目
標
を

達
成
す
る
ま
で
絶
対
に
諦
め
な
い
」
と
意

気
込
む
日
髙
さ
ん
。
今
後
ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島

　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
今
年
も
開
催

　

市
で
は
、
平
成
26
年
８
月
か
ら
、
東

京
大
学
を
は
じ
め
、
複
数
の
大
学
や
企

業
等
と
連
携
し
て
先
端
的
な
技
術
や
知

恵
を
地
域
の
課
題
解
決
に
活
か
し
、
持

続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
す
「
ス
マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種

子
島
」
構
想
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
市
街
地
の

あ
り
方
と
、
農
村
・
里
山
な
ど
の
周
辺

地
域
へ
の
保
全
と
い
う
両
側
面
か
ら
み

た
社
会
全
体
の
持
続
可
能
な
都
市
形
成

に
つ
い
て
や
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
、

今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
菊
池
特
任
准
教
授
（
東

京
大
学
）
が
「
未
来
社
会
に
お
け
る
地

域
と
大
学
」、
横
張
教
授
（
東
京
大
学
）

が
「
新
た
な
「
食
」
と
「
農
」
の
シ

ス
テ
ム
を
通
じ
た
持
続
的
な
社
会
の
形

成
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
全
国
的
に

過
疎
・
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
中
で
、

街
づ
く
り
か
ら
持
続
可
能
な
社
会
シ
ス

テ
ム
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
究
活
動
報
告
で
は
、尾
下
講
師
（
神

戸
大
学
）
が
「
経
済
的
視
点
か
ら
見
た

ス
マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
」、

矢
田
教
授
（
筑
波
大
学
）
が
「
西
之
表

市
民
の
認
知
機
能
に
関
す
る
年
間
調
査

報
告
と
対
策
」、加
納
教
授
（
京
都
大
学
）

が
「
ス
ー
パ
ー
安
納
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
始
動
」
と
題
し
、
種
子
島
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
行
わ
れ
て
い
る
研
究
内
容
に
つ

い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
種
子
島
高
校
２
年
１
組
の

生
徒
が
今
年
度
新
潟
県
佐
渡
島
高
校
と

行
っ
た
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
理
解
を
深
め
た
内
容
を
も
と
に
、
農

業
の
担
い
手
不
足
や
人
口
減
少
な
ど
、

種
子
島
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
策
を
提

案
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
計
画
と
し
て
は
、
栗
島

教
授
（
芝
浦
工
業
大
学
）
が
「
将
来
世

代
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
ま
ち
・

ひ
と
・
つ
な
が
り
創
生
」、玉
村
教
授
（
慶

應
義
塾
大
学
）
が
「
産
官
学
金
連
携
に

よ
る
滞
在
型
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
」
の
内
容
で
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「
種
子

島
高
校
生
の
力
強
い
発
表
に
感
動
し
ま

し
た
」「
も
っ
と
多
く
の
人
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
内
容
で
し
た
」
な
ど
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
産
・
学
・
官
・

公
の
連
携
を
図
り
、
様
々
な
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
み
、
ス
マ
ー
ト
エ
コ

ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
を
創
造
で
き
る
よ

う
に
継
続
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
講
演
会
で
使
用
し
た
資
料
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲高校生の発表の様子

▲スーパー安納いもプロジェクト始動（加納教授）
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３３３
26
古
田
で
新
茶
の
初
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

新
茶
の
摘
み
取
り
が
古
田
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ミ
ル
ク
の

よ
う
な
ほ
の
か
な
香
り
と
甘
味
が
特
徴

と
さ
れ
る
品
種
「
松
寿
」
約
１
５
０
０

ｋ
ｇ
（
生
葉
）
を
収
穫
。

　

澤
柳
伸
一
代
表
理
事
（
種
子
島
茶
生

産
組
合
）
に
よ
る
と
、「
今
年
は
一
気
に

暖
か
く
な
り
、
気
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
、

芽
揃
い
や
色
合
い
を
は
じ
め
、
品
質
が

と
て
も
良
い
」
と
の
こ
と
。
摘
採
機
を

操
縦
し
、
摘
み
採
り
を
行
っ
た
射
場
貴

大
さ
ん
は
、「
若
い
人
に
も
、
も
っ
と
お

茶
を
飲
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

３３３３
22
卒
業
お
め
で
と
う
！
市
内
小
学
校
卒
業
式

　

市
内
各
小
学
校
で
、
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
１
３
４
名
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
住
吉
小
学
校
卒
業
生
は
、

４
名
。
卒
業
式
で
は
、「
仲
良
し
相
撲
」

や
「
遠
泳
大
会
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
次
々
に
語
ら
れ
、
卒
業
生
の
門

出
を
祝
う
家
族
や
地
域
の
方
が
見
守
る

中
、
児
童
４
名
は
６
年
間
の
学
び
舎
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
式
中
で
は
、
卒
業
生
か
ら
在
校

生
へ
、
校
旗
を
バ
ト
ン
と
し
て
手
渡
す

場
面
も
。
住
吉
小
の
伝
統
を
し
っ
か
り

と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

３３３３
11
第
５
回
西
之
表
市
震
災
対
策
訓
練
を
実
施

　
　
　
　

現
和
校
区
で
地
区
防
災
計
画
を
配
布

　

大
規
模
地
震
発
生
時
に
お
け
る
「
自

助
」・「
共
助
」
の
強
化
と
、「
率
先
避
難

行
動
」
の
定
着
、
消
防
団
員
の
初
動
体

制
の
確
立
を
目
的
に
、
第
５
回
西
之
表

市
震
災
対
策
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
市
民
１
０
２
６

名
、
消
防
団
員
２
３
２
名
、
関
係
機
関

57
名
（
総
勢
１
３
１
５
名
）
に
参
加
い

た
だ
き
、
住
民
避
難
訓
練
を
は
じ
め
、

消
防
団
に
よ
る
応
急
救
護
訓
練
、
災
害

対
策
本
部
設
置
訓
練
、
避
難
者
名
簿
の

作
成
、
巡
視
船
に
よ
る
広
報
、
救
急
隊
・

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
鹿
児
島
県
地
域
防
災
力
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
で

あ
っ
た
現
和
校
区
で
は
、
完
成
さ
せ
た

「
現
和
地
区
防
災
計
画
」
の
配
布
式
も

行
わ
れ
、
地
区
の
連
携
強
化
に
も
つ
な

が
る
計
画
と
し
て
、
西
田
義
和
現
和
校

区
行
政
連
絡
員
か
ら
各
地
域
に
計
画
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
、

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
も
、

大
規
模
災
害
に
備
え
た
訓
練
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲現和地区防災計画の配布 ▲消防分団による救護救急訓練
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２２２
７
農
業
の
門
出
を
励
ま
す

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
29
年
度
農
業
の
門
出
を
励
ま
す

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
校

卒
業
後
に
農
業
に
関
係
す
る
企
業
・
大

学
に
就
職
・
進
学
す
る
生
徒
を
激
励
す

る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
９
名
の
生
徒
へ
、
八
板
市
長

が
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
各

方
面
で
農
業
の
技
術
・
経
営
を
学
び
、

将
来
種
子
島
の
農
業
を
更
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

熊
毛
地
区
消

防
組
合
西
之
表

消
防
署
の
壁
面

に
、
防
火
看
板

が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
看
板
は

西
之
表
消
防
署

が
種
子
島
高
校

美
術
部
に
依
頼

し
、
作
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

看
板
に
は「
消

防
団 

ボ
ク
ら

の
街
の
見
守
り

隊
！
」
と
の
標

語
も
記
さ
れ
て

お
り
、
火
災
予

防
の
啓
発
と
、

消
防
団
活
動
の

周
知
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

火
の
取
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
、
火
災
の
発
生
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

西
之
表
消
防
署
に

防
火
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

下
西
小
学
校

の
外
壁
の
塗
り

替
え
工
事
が
終

わ
り
、
オ
レ
ン

ジ
と
ク
リ
ー
ム

色
を
基
調
と
し

た
新
し
い
色
に

生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
色
は
児
童
が
選
び
、
提

案
し
た
色
で
す
。

　

下
西
小
で
は
こ
の
日
、
塗
り
替
え
工

事
に
携
わ
っ
た
業
者
の
方
を
招
き
、「
あ

り
が
と
う
の
会
」
を
開
催
。
児
童
は
「
学

校
を
太
陽
み
た
い
な
色
に
し
て
も
ら
っ

て
嬉
し
い
」
と
、
喜
び
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

３３３
  16
太
陽
の
色
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

　
　

〜
下
西
小
の
外
壁
〜

３３３
28
横
山
盆
踊
保
存
会
へ

　
　
　

選
択
書
を
伝
達

　

種
子
島
の
盆
踊
（
西
之
表
市
の
横
山

盆
踊
、
南
種
子
町
の
西
之
本
国
寺
盆

踊
）
が
、
新
た
に
国
の
「
記
録
作
成
等

の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化

財
（
国
選
択
文
化
財
）」
と
な
り
、
教

育
長
室
で
、
田
本
実
美
会
長
（
横
山
盆

踊
保
存
会
）
へ
国
選
択
書
の
伝
達
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
、
文
化
庁
の
補
助
を

受
け
、
市
教
育
委
員
会
が
記
録
保
存
の

た
め
の
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

本
市
の
国
選
択
文
化
財
は
、「
種
子

島
大
踊
」、「
種
子
鋏
製
作
技
術
」
に
続

き
、
３
件
目
で
あ
り
、
県
内
で
は
22
件

目
と
な
り
ま
し
た
。

選択書を伝達された田本実美会長（右）



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

平成 30 年度入学者数
【小学校】
　榕城小学校 … 74 名　安納小学校 …   3 名
　上西小学校 …   2 名　現和小学校 …   6 名
　下西小学校 … 19 名　安城小学校 …   4 名
　国上小学校 …   6 名　古田小学校 …   0 名
　伊関小学校 …   0 名　住吉小学校 …   5 名
【中学校】
　種子島中学校…129 名

ご入学おめでとうございます

　

西
之
表
市
内
の
各
小
学
校
、
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
西
小
学
校
で
は
、
2
名
の
新
入
生

が
入
学
し
ま
し
た
。
新
入
生
は
式
中
も

少
し
緊
張
し
た
様
子
。
式
の
後
に
は
上

級
生
に
よ
る
学
校
行
事
紹
介
も
行
わ

れ
、
期
待
を
胸
に
小
学
校
生
活
へ
歩
を

進
め
ま
し
た
。

　

種
子
島
中
学
校
に
は
、
１
２
９
名
の

新
一
年
生
が
誕
生
し
、
在
校
生
や
保
護

者
が
拍
手
で
迎
え
る
中
、
凛
々
し
い
表

情
で
入
場
。
新
入
生
呼
名
の
際
に
は
、

全
新
入
生
が
名
前
を
呼
ば
れ
、
元
気
な

返
事
が
体
育
館
に
響
き
ま
し
た
。
今
年

の
新
入
生
は
種
子
島
中
学
校
10
期
生
と

な
り
ま
す
。

４４４４
６
入
学
お
め
で
と
う
〜
市
内
小
・
中
学
校
入
学
式
〜

４４４
３
鹿
児
島
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
新
入
学
児
童
へ
定
規
の
贈
呈

　

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
、
新
入
学
児
童
へ
教
材
（
定

規
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

里
村
明
紀
さ
ん
（
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

共
同
フ
ェ
リ
ー
運
輸
株
式
会
社
代
表
取

締
役
副
社
長
）
が
教
育
長
に
定
規
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
定
規
に
は
、
交
通
標
識

が
描
か
れ
、
交
通
教
材
と
し
て
交
通
標

識
を
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
定
規
は
、
市
内
各
小
学
校
の
新

一
年
生
全
員
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

４４４
３
種
子
屋
久
農
業
協
同
組
合
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

新
入
学
児
童
へ
教
材
の
贈
呈

　

種
子
屋
久
農
業
協
同
組
合
か
ら
、
新

入
学
児
童
へ
入
学
祝
い
と
し
て
教
材

（
ノ
ー
ト
２
冊
と
鉛
筆
２
本
）
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

教
材
は
、
鮫
島
忠
雄
組
合
長
（
種
子

屋
久
農
業
協
同
組
合
）
か
ら
教
育
長
へ

手
渡
さ
れ
、
市
内
各
小
学
校
の
新
一
年

生
全
員
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
ノ
ー

ト
と
鉛
筆
を
使
っ
て
小
学
校
で
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。



【材料】（2人分）
キャベツ　　　　　　………　約 120 ｇ
納豆　　　　　　　　………　1パック
焼きのり　　　　　　………　大 1枚
めんつゆ　　　　　　………　大さじ 1
マヨネーズ　　　　　………　大さじ 1～
辛子　　　　　　　　………　適量
温泉卵または卵黄　　………　1個
刻みのり　　　　　　………　適量

【作り方】
①　キャベツはせん切りにする。
②　ボウルにキャベツ、納豆、手でちぎった焼き
のり、めんつゆ、マヨネーズ、お好みで辛子を入れ、
よく混ぜ合せる。
③　器に②を盛り、温泉卵または卵黄をのせ、刻
みのりを飾る。（卵はなくてもおいしく食べられます）

第 132弾 春キャベツと納豆のサラダ
ヘルシー★和風おつまみ

種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　電話 24-3233

伊
関
の
柳
原
集
落
で
４
月
15
日
、１
３
２
周
年
移
住
記
念
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
甑
島
か
ら
移
住
し
開
墾
し
た
先

祖
の
偉
業
を
た
た
え
る
行
事
で
す
。
記
念
碑
前
で
あ
っ
た
式
典
に
は
、
同
じ
甑
島

出
身
者
が
住
む
国
上
・
野
木
之
平
集
落
の
住
民
や
薩
摩
川
内
市
下
甑
町
手
打
か
ら

訪
れ
た
２
人
も
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
後
、
柳
原
公
民
館
で
懇
親
会
と
敬
老
会
が

同
時
開
催
さ
れ
、
鉄
砲
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
演
芸
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

甑
島
か
ら
の
移
住
は
相
次
ぐ
台
風
襲

来
に
よ
る
飢
饉
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の

ほ
か
に
も
現
和
・
川
氏
、
安
城
・
平
山
、

平
園
、
大
野
、
立
山
・
御
牧
、
榕
城
・
石
堂
、

今
年
川
、
古
田
・
上
之
町
、
下
西
・
鞍
勇
、

住
吉
・
形
之
山
の
各
集
落
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
に
種
子
島

高
校
郷
土
研
究
部
が
刊
行
し
た
「
種
子

島
研
究
19
号　

西
之
表
市
の
甑
島
移
住

部
落
調
査
」
は
、
各
地
の
古
老
を
訪
ね

た
労
作
で
す
。
入
植
時
の
事
情
や
集
落

の
戸
数
、
伝
統
行
事
を
調
べ
、
航
海
や

開
拓
の
苦
労
を
二
十
番
ま
で
綴
る
「
数

え
歌
」
の
歌
詞
な
ど
を
記
録
し
、
３
年

生
部
員
は
感
想
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
ま
す
。

　
「
僕
た
ち
は
、
自
分
の
今
住
ん
で
い
る
種
子
島
の
こ
と
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
新
た
に
故
郷
を
見
直
し
、
故
郷
を
愛
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」

　

明
治
、大
正
期
の
移
住
は
県
内
か
ら
は
山
川
、坊
之
津
、徳
之
島
、沖
永
良
部
島
、

喜
界
島
、桜
島
、県
外
は
香
川
県
、静
岡
県
な
ど
。
き
っ
か
け
は
天
災
か
ら
、漁
業
、

茶
園
、
製
糖
な
ど
の
産
業
振
興
に
変
わ
り
、
近
年
の
特
徴
は
サ
ー
フ
ィ
ン
で
す
。

　

西
之
表
市
の
人
口
は
、
市
制
施
行
の
60
年
前
に
比
べ
半
分
に
減
っ
て
い
ま
す

が
、
大
き
な
移
民
が
一
段
落
し
た
後
の
昭
和
初
期
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

移住記念祭で披露されたフラダンス



　

平
成
27
年
度
に
休
校
と
な
っ
て
い
る

立
山
小
学
校
の
給
食
室
を
利
用
し
、「
島

の
特
産
品
」
と
「
郷
土
菓
子
で
あ
る
黒

糖
蒸
し
パ
ン
（
ふ
く
れ
）」
を
結
び
合

わ
せ
た
レ
シ
ピ
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
開
発
さ
れ
た
ふ
く
れ
菓
子

の
レ
シ
ピ
を
と
り
ま
と
め
た
冊
子
「
ふ

く
れ
し
ぴ 

種
子
島
立
山
小
学
校
給
食

室
」
が
完
成
し
、
島
内
各
市
町
立
図
書

館
へ
献
本
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
に
は
、

ふ
く
れ
レ
シ
ピ
の
他
、
立
山
校
区
の
紹

介
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
献
本
に
合
わ
せ
、
市
立
図
書
館

に
は
、３
月
１
日
（
木
）
か
ら
９
日
（
金
）

ま
で
、
３
階
の
学
習
室
に
立
山
校
区
の

写
真
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
地
域
支
援
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
５

60
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
完
成

〜
種
子
島
中
美
術
部
が
作
成
〜

　

西
之
表
市
は
平
成
30
年
度
市
制
施
行

60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

市
で
は
各
種
記
念
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
種
子

島
中
学
校
美
術
部
に
依
頼
し
て
、「
市
制

施
行
60
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
制
作
（
表

紙
の
カ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
２
つ
と
、
モ
ノ

ト
ー
ン
イ
メ
ー
ジ
１
つ
）
し
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
の
花
「
て
っ
ぽ
う
ゆ
り
」

を
メ
イ
ン
に
「
60
」
の
文
字
を
構
成
。

自
然
や
文
化
の
豊
か
さ
と
人
々
の
温
か

さ
を
、
下
の
曲
線
と
丸
で
表
現
。
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
で
、
未
来
へ
の
先
進
的
な

変
化
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
ポ
ス
タ
ー
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
は
市
の
封
筒
等

に
印
刷
し
て
使
用
す
る
予
定
で
す
。

モノトーン（白黒）イメージ

　

ま
た
、
市
民
の
方
が
行
う
事
業
に
も

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
市
役
所
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
０
３
／
２
０
７

大
麻
や
ケ
シ
を
見
つ
け

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

大
麻
や
ケ
シ
は
法
律
に
よ
り
栽
培
が

規
制
さ
れ
て
い
る
植
物
で
す
。
ポ
ピ
ー

な
ど
と
間
違
え
植
え
て
し
ま
っ
た
り
繁

殖
力
が
強
い
た
め
自
然
に
生
え
た
り
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
大
麻

や
ケ
シ
か
も
し
れ
な
い
植
物
を
見
つ
け

た
ら
、
抜
か
ず
に
保
健
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
大
麻
の
特
徴

《
葉
》
３
〜
９
枚
の
小
葉
が
集
ま
っ
て

手
の
ひ
ら
の
よ
う
な
形

《
茎
》
太
く
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
大
き
い

も
の
は
３
ｍ
ほ
ど

《
花
》
夏
に
咲
き
雌
花
は
樹
液
で
ネ
バ

ネ
バ
す
る

■
ケ
シ
（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）
の
特
徴

《
花
》
４
〜
６
月
に
咲
き
色
は
赤
・
桃
・

紫
・
白
な
ど

《
果
実
》
球
形
で
上
部
が
平
た
い
皿
の

ふ
く
れ
し
ぴ
（
立
山
）

　

各
市
町
図
書
館
へ
献
本

▲大麻の葉

市立図書館での写真展示



　

４
月
５
日
（
木
）、
種
子
島
し
お
さ
い

留
学
説
明
会
を
、
市
民
会
館
で
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
の
留
学
生
は
新
規
６
名
。

そ
の
内
の
１
名
は
、
本
市
で
初
め
て
の

「
孫
戻
し
留
学
生
」
で
す
。

　

説
明
会
で
子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ
く

自
己
紹
介
し
、「
水
泳
を
頑
張
り
た
い
」

な
ど
の
目
標
も
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
市
内
３
つ
の
小
学
校
（
上

西
小
３
名
・
国
上
小
１
名
・
現
和
小
２
名
）

で
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
生
活
を
始
め
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
遊
び
、
た
く
さ
ん
学
ん
で
、

楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
管
理
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
６
６

し
お
さ
い
留
学

　

６
名
が
仲
間
入
り

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　

４
月
下
旬
か
ら
９
月
頃
ま
で
は
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
・
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

絶
滅
の
危
機
に
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
守

る
た
め
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
で
は
、

県
内
全
域
の
海
岸
で
許
可
な
く
ウ
ミ
ガ

メ
を
捕
獲
、
卵
を
採
取
す
る
こ
と
を
禁

じ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
２
人
の
監
視
員
が
上
陸
・
産

卵
状
況
調
査
、
保
護
に
あ
た
り
、
平
成

29
年
度
２
４
９
回
の
上
陸
と
１
５
２
回

の
産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

母
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
し
、
ふ
化

し
た
子
ガ
メ
が
無
事
に
海
に
帰
れ
る
よ

う
、
次
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
ウ
ミ
ガ
メ
は
光
や
音
に
敏
感
で
、
悪

影
響
を
与
え
る
た
め
、
砂
浜
で
灯
り
を

つ
け
た
り
、
喫
煙
し
た
り
し
な
い
。

②
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
産
卵
を
や
め
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
上
陸
中
や
穴
掘
り

中
の
カ
メ
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
。

③
暗
く
な
っ
た
海
岸
で
は
、
浜
辺
を
歩

き
回
っ
た
り
、
騒
い
だ
り
し
な
い
。

④
海
や
浜
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４

▲ケシの花と果実

　

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
の
自
由
広
場
横
に

設
置
さ
れ
て
い
た
鹿
小
屋
を
、
旧
不
燃

物
埋
立
地
前
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

移
転
場
所
は
左
図
の
通
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
管
理
室　

有
限
会

社
種
子
島
環
境
整
備
（
指
定
管
理
者
）

　

℡ 

２
８
‐
１
４
２
８

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
の
鹿
小

屋
が
移
転
し
ま
し
た

よ
う
な
形

《
草
丈
》
開
花
期
に
は
１
ｍ
程

※
オ
ニ
ゲ
シ
・
ヒ
ナ
ゲ
シ
は
栽
培
し
て

も
よ
い
ケ
シ
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
保
健
所
衛
生
環
境
係

　

℡
２
２
―
０
０
３
２



人槽区分 新築の住宅（右記以外）
単独処理浄化槽から合併処理
浄化槽への設置替え

汲取り便等から合併処理浄化
槽への設置替え

5人槽 332,000 円 432,000 円 432,000 円

6 ～ 7人槽 414,000 円 514,000 円 514,000 円

8 ～ 10 人槽 548,000 円 648,000 円 648,000 円
単独浄化槽
撤去費用

― 上限 100,000 円 ―

◇補助を受けるには
　工事に着手する前に申請書を提出し、補助金の交付決定後に着工してください。
なお、既に工事に着手している場合や工事完了済の場合は、補助を受けられません。

■問い合わせ先　市役所市民生活課環境安全係　℡ 22‐1111　内線 304

　市では、河川と海の水質保全のため、住宅などに合併処理浄化槽を設置する方に補助金を交付し、
合併処理浄化槽の設置を推進しています。特に、単独処理浄化槽及び汲取り便槽から合併処理浄化槽
への設置替えを推進するため、設置替えの場合は、通常の設置補助金額に 10 万円を上乗せして補助し
ます。ぜひこの機会に、合併処理浄化槽への設置替えをご検討ください。
◇対象
　専用住宅または建物の延べ面積の 2分の 1以上を居住の用に供する併用住宅に、合併処理浄化槽 (10
人槽以下 ) を設置する方。
◇補助金の額一覧

合併浄化槽の設置を推進しています

　
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
と
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
個
人
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
の
取
り
扱
い
の
原
則

を
定
め
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
が
自
分

に
関
す
る
情
報
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ

れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
も

し
も
間
違
っ
た
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
に
つ

い
て
は
、
本
人
か
本
人
の
法
定
代
理
人

が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
運
用
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

1　

個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数

　
　

１
７
６
件

1 行政文書の開示請求の処理状況
請

求

件

数

請求の決定内容
全
部
開
示

一
部
開
示

不

開

示

存
否
応
答
拒
否

行
政
文
書
不
存
在

情
報
提
供

取

下

げ
16 10 4 0 0 0 0 2

2行政文書の開示請求の実施機関別処理状況

実施機関 請
求
件
数

左の処理状況
全
部
開
示

一
部
開
示

不

開

示

存
否
応
答
拒
否

行
政
文
書
不
存
在

情
報
提
供

取

下

げ
市長 11 8 1 2

教育委員会 3 3

選挙管理委員会 0

公平委員会 0

監査委員 0

農業委員会 0

固定資産評価審査委員会 0

市議会 2 2

合計 16 10 4 2

3 不服申立ての状況…審査請求件数　0件

■問い合わせ先
　市役所総務課法制文書係　℡ 22-1111 内線 277

２　

保
有
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
及

　

び
利
用
停
止
の
請
求
件
数
並
び
に
こ

　

れ
ら
に
対
す
る
対
応
状
況

　

（1）
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求　

０
件

　

（2）
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
請
求　

0
件

　

（3）
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
請
求　

0
件

３　

不
服
申
立
て
の
状
況

　
　

審
査
請
求
件
数
…
…
0
件

　
「
情
報
公
開
制
度
」
と
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
、
市
の
保
有
す

る
行
政
文
書
を
広
く
公
開
す
る
制
度
で

す
。
西
之
表
市
で
は
、
平
成
14
年
7
月

1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
実
施
状
況
を
左
表
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
取
組

【
平
成
29
年
度
取
り
扱
い
状
況
の
公
表
】



　

市
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
、
4
月
1

日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の
と
お
り

発
令
し
ま
し
た
。

※
氏
名
／
新
所
属
（
旧
所
属
）
で
記
載

平
成
30
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

福
山
隆
一
／
教
育
委
員
会
総
務
課
長
兼
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

鎌
田
員
訓
／
監
査
委
員
事
務
局
長
併
公
平

委
員
会
事
務
局
長

前
園
美
子
／
総
務
課
付
課
長
級
参
事
《
種

子
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣
》

榎
本
裕
久
／
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

山
下
雅
子
／
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
長

貴
島
美　

子
／
健
康
保
険
課
主
査

池
野
悦
子
／
教
育
委
員
会
総
務
課
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
４
月
１
日
付

【
課
長
級
】

戸
川
信
正
／
建
設
課
長
兼
政
策
調
整
担
当

（
建
設
課
長
）

神
村
弘
二
／
企
画
課
長
兼
政
策
調
整
担
当

（
行
政
経
営
課
長
）

小
山
田
八
重
子
／
教
育
委
員
会
総
務
課
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
政
策
調
整
担
当

（
福
祉
事
務
所
長
）

大
瀬
浩
一
郎
／
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長
兼
政
策
調
整
担
当
（
総
務
課

長
併
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
併
種
子
島

産
婦
人
科
医
院
組
合
事
務
局
長
）

赤
﨑
晃
洋
／
霧
島
市
立
日
当
山
中
学
校
長

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
）

横
山
隆
二
／
総
務
課
付
課
長
級
参
事
《
西

之
表
市
ま
ち
づ
く
り
公
社
派
遣
》（
教
育
委

員
会
総
務
課
課
長
級
参
事
兼
庶
務
係
長
兼

施
設
係
長
）

吉
田
孝
一
／
市
民
生
活
課
長
兼
政
策
調
整

担
当
（
市
民
生
活
課
長
）

内
健
史
／
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長（
鹿

児
島
大
学
学
術
研
究
院
准
教
授
）

上
妻
誠
一
／
総
務
課
付
課
長
級
参
事
種
子

島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣
《
事
務
局
長
》

（
地
域
支
援
課
長
）

奥
村
裕
昭
／
財
産
監
理
課
長
兼
政
策
調
整

担
当
（
財
産
監
理
課
長
）

松
元
明
和
／
地
域
支
援
課
長
（
経
済
観
光

課
長
）

河
内
時
久
／
監
査
委
員
事
務
局
長
併
公
平

委
員
会
事
務
局
長
（
財
産
監
理
課
長
補
佐

兼
登
記
係
長
）

高
石
心
平
／
健
康
保
険
課
付
課
長
級
参
事

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
組
合
派
遣
《
事
務

局
長
》（
健
康
保
険
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
支

援
室
長
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

森
真
樹
／
高
齢
者
支
援
課
長
（
総
務
課
長

補
佐
兼
法
制
文
書
係
長
併
選
挙
管
理
委
員

会
係
長
）

岩
下
栄
一
／
経
済
観
光
課
長
（
経
済
観
光

課
長
補
佐
兼
商
工
政
策
係
長
）

下
川
法
男
／
福
祉
事
務
所
長
（
市
民
生
活

課
総
括
補
佐
兼
市
民
係
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

松
尾
孝
幸
／
建
設
課
総
括
技
術
補
佐
兼
管

理
係
長
（
建
設
課
総
括
技
術
補
佐
兼
土
木

係
長
兼
道
路
維
持
係
長
）

下
川
由
喜
／
福
祉
事
務
所
総
括
次
長
兼
子

育
て
支
援
係
長
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

長
（
福
祉
事
務
所
次
長
兼
子
育
て
支
援
係

長
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

西
門
博
文
／
税
務
課
総
括
補
佐
兼
固
定
資

産
税
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産

税
係
長
）

川
畑
利
昭
／
市
民
生
活
課
総
括
補
佐
兼
西

京
苑
管
理
係
長
（
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼

西
京
苑
管
理
係
長
）

下
川
昭
代
／
企
画
課
総
括
補
佐
兼
企
画
調

整
係
長
（
行
政
経
営
課
長
補
佐
兼
企
画
政

策
係
長
）

中
野
賢
二
／
農
林
水
産
課
総
括
補
佐
（
農

林
水
産
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）

古
田
一
男
／
建
設
課
技
術
補
佐
兼
建
築
住

宅
係
長
（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
建
築
係
長

兼
都
市
計
画
係
長
）

村
永
和
幸
／
建
設
課
技
術
補
佐
兼
都
市
計

画
係
長
（
水
道
課
技
術
補
佐
兼
工
務
係
長
）

川
畑
浩
一
郎
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

長
補
佐
兼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長
（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
係

長
）

中
里
千
秋
／
総
務
課
長
補
佐
兼
人
事
係
長

（
総
務
課
総
括
補
佐
兼
人
事
係
長
）

平
石
栄
夫
／
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼
水
産

係
長
（
地
域
支
援
課
長
補
佐
兼
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
係
長
）

長
濱
洋
志
／
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼
市
民

係
長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
防
災
消
防
係
長
）

柳
田
さ
ゆ
り
／
企
画
課
長
補
佐
兼
歴
史
文

化
活
用
係
長
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

文
化
係
長
）

長
瀬
正
行
／
税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
整
理

係
長
（
税
務
課
滞
納
整
理
係
長
）

上
妻
富
夫
／
高
齢
者
支
援
課
長
補
佐
兼
介

護
保
険
係
長
（
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援

室
介
護
保
険
係
長
）

山
田
正
次
／
財
産
監
理
課
長
補
佐
兼
管
理
・

登
記
係
長
（
財
産
監
理
課
管
理
係
長
）

下
村
英
之
／
福
祉
事
務
所
次
長
兼
市
民
総

合
相
談
係
長
（
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

長
）

鮫
嶋
健
司
／
経
済
観
光
課
長
補
佐
兼
観
光

交
流
係
長
（
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係
長
）

鎌
倉
久
美
子
／
総
務
課
付
係
長
（
農
林
水

産
課
管
理
係
長
）

【
係
長
級
】

川
畑
浩
二
／
姶
良
・
伊
佐
教
育
事
務
所
専

門
員
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
管
理
係

長
）

中
村
和
典
／
経
済
観
光
課
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
係
長
（
市
民
生
活
課
市
民
相
談
係
長
）

日
笠
山
望
／
地
域
支
援
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
係
長
（
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室

包
括
支
援
係
長
）

中
野
佳
一
郎
／
教
育
委
員
会
総
務
課
施
設

係
長
（
健
康
保
険
課
健
康
増
進
係
長
）

山
田
睦
美
／
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係
長

（
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係
長
）

古
元
哲
哉
／
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務
係

長
（
行
政
経
営
課
情
報
管
理
係
長
）

春
田
義
隆
／
総
務
課
法
制
文
書
係
長
併
選

挙
管
理
委
員
会
係
長
（
総
務
課
付
副
長
《
西

之
表
市
ま
ち
づ
く
り
公
社
派
遣
》）

長
田
英
範
／
企
画
課
政
策
推
進
係
長
兼
馬

毛
島
対
策
担
当
（
行
政
経
営
課
企
画
政
策

係
馬
毛
島
特
任
副
長
）

市
職
員
の
人
事
異
動



熊
毛
地
区
消
防
組
合
は
、
平
成
30
年
３

月
31
日
、
4
月
1
日
付
で
職
員
の
人
事
異

動
を
次
の
と
お
り
発
令
し
ま
し
た
。

※
氏
名
／
新
所
属
（
旧
所
属
）

平
成
30
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

阿
世
知
勇
一
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
長

井
上
公
一
／
南
種
子
分
遣
所
長

日
高
寛
昭
／
屋
久
島
北
分
遣
所
長

川
東
司
郎
／
屋
久
島
南
分
遣
所
予
防
係
長

平
成
30
年
４
月
１
日
付

【
人
事
異
動
等
】

栁
川
孝
幸
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
長

森
田
大
介
／
財
産
監
理
課
財
政
係
長
（
行

政
経
営
課
財
政
係
長
）

𠮷
原
聖
保
／
農
林
水
産
課
林
務
係
長
（
農

林
水
産
課
林
務
水
産
係
長
）

山
﨑
晃
／
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
管
理

係
長
（
鹿
大
教
育
学
部
付
属
中
学
校
教
諭
）

長
田
恭
枝
／
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
長

（
福
祉
事
務
所
主
査
）

中
村
竜
二
／
建
設
課
土
木
係
長
（
建
設
課

技
術
主
査
）

吉
内
昌
昭
／
水
道
課
工
務
係
長
（
水
道
課

技
術
主
査
）

横
山
め
ぐ
み
／
税
務
課
管
理
係
長
（
税
務

課
主
査
）

和
田
正
樹
／
健
康
保
険
課
健
康
増
進
係
長

（
財
産
監
理
課
主
査
）

鏑
木
博
／
総
務
課
防
災
消
防
係
長
（
総
務

課
主
査
）

中
村
万
／
企
画
課
情
報
管
理
係
長
（
健
康

保
険
課
主
査
）

中
川
拓
郎
／
農
林
水
産
課
農
政
管
理
係
長

（
農
林
水
産
課
主
査
）

山
中
寿
和
／
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援

係
長
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
健
康
保

険
課
主
査
）

横
山
義
之
／
経
済
観
光
課
商
工
政
策
係
長

（
行
政
経
営
課
主
査
）

鮫
島
斉
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化

財
係
長
（
税
務
課
主
査
）

【
主
査
級
】

鎌
田
公
代
／
健
康
保
険
課
主
査
（
福
祉
事

務
所
主
査
）

下
田
英
二
／
健
康
保
険
課
主
査
（
市
民
生

活
課
主
査
）

小
川
政
幸
／
福
祉
事
務
所
主
査
（
総
務
課

付
課
長
補
佐
）

中
村
吉
江
／
福
祉
事
務
所
保
健
師
長
（
健

康
保
険
課
保
健
師
長
）

山
田
恵
美
子
／
市
民
生
活
課
主
査
（
税
務

課
主
査
）

木
原
威
一
郎
／
水
道
課
技
術
主
査
（
農
林

水
産
課
技
術
主
査
）

中
園
智
之
／
財
産
監
理
課
主
査
（
行
政
経

営
課
主
査
）

鎌
田
敏
幸
／
財
産
監
理
課
主
査
（
行
政
経

営
課
主
査
）

提
省
吾
／
高
齢
者
支
援
課
主
査
（
福
祉
事

務
所
主
査
）

木
村
る
み
子
／
高
齢
者
支
援
課
技
術
主
査

（
総
務
課
付
技
術
主
査
）

深
田
裕
可
里
／
総
務
課
付
主
査
（
市
民
生

活
課
主
査
）

秋
山
英
行
／
高
齢
者
支
援
課
主
査
（
教
育

委
員
会
総
務
課
主
査
）

久
保
孝
平
／
企
画
課
主
査
（
行
政
経
営
課

主
査
）

石
寺
義
和
／
税
務
課
主
査
（
会
計
課
主
査
）

江
口
祐
樹
／
企
画
課
主
査
（
建
設
課
主
査
）

橋
元
玲
二
／
高
齢
者
支
援
課
主
査
（
健
康

保
険
課
主
査
）

宮
田
慎
也
／
農
林
水
産
課
技
術
主
査
（
農

林
水
産
課
）

浦
口
将
幸
／
建
設
課
技
術
主
査
（
建
設
課
）

野
村
育
美
／
企
画
課
主
査
（
行
政
経
営
課
）

横
山
大
騎
／
財
産
監
理
課
技
術
主
査
（
水

道
課
）

河
口
由
美
／
財
産
監
理
課
主
査（
総
務
課
付
）

三
枝
幸
太
郎
／
農
林
水
産
課
主
査
（
農
林

水
産
課
）

大
河
翔
馬
／
税
務
課
主
査
（
税
務
課
）

渡
邊
仁
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
査

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

辻
保
貴
／
総
務
課
主
査
（
総
務
課
）

川
村
勇
矢
／
福
祉
事
務
所
主
査
（
福
祉
事

務
所
）

【
一
般
職
】

松
尾
裕
子
／
総
務
課
付
（
健
康
保
険
課
）

川
口
真
紀
／
高
齢
者
支
援
課（
福
祉
事
務
所
）

岩
元
里
美
／
高
齢
者
支
援
課（
健
康
保
険
課
）

内
田
智
弘
／
農
林
水
産
課
（
農
業
委
員
会

事
務
局
）

渉
皓
貴
／
農
業
委
員
会
事
務
局
（
税
務
課
）

小
倉
哲
平
／
企
画
課
（
農
林
水
産
課
）

荒
河
翼
／
企
画
課
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
）

濵
脇
智
江
／
会
計
課
（
総
務
課
付
）

益
田
美
香
／
農
林
水
産
課
（
総
務
課
付
）

小
倉
貴
仁
／
農
林
水
産
課
（
建
設
課
）

川
口
凌
平
／
福
祉
事
務
所
（
税
務
課
）

笹
川
智
美
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課（
健

康
保
険
課
）

河
口
勇
生
／
税
務
課
（
農
林
水
産
課
）

大
田
真
奈
美
／
総
務
課
付
（
地
域
支
援
課
）

園
田
莉
沙
／
総
務
課
付
《
鹿
児
島
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
》（
総
務
課
）

開
田
華
奈
子
／
健
康
保
険
課（
福
祉
事
務
所
）

梶
原
将
貴
／
福
祉
事
務
所
（
市
民
生
活
課
）

押
領
司
舞
／
税
務
課
（
農
林
水
産
課
）

竹
原
雄
斗
／
高
齢
者
支
援
課（
健
康
保
険
課
）

宇
辰
明
穂
／
農
業
委
員
会
事
務
局（
税
務
課
）

吉
元
伸
一
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課（
新

規
採
用
）

濱
元
あ
ゆ
美
／
健
康
保
険
課
（
新
規
採
用
）

長
野
能
美
／
総
務
課
（
新
規
採
用
）

川
内
亮
／
地
域
支
援
課
（
新
規
採
用
）

岩
坪
巧
美
／
農
林
水
産
課
（
新
規
採
用
）

松
木
笑
利
奈
／
総
務
課
（
新
規
採
用
）

植
村
秀
昭
／
建
設
課
（
新
規
採
用
）

西
村
恭
平
／
市
民
生
活
課
（
新
規
採
用
）

【
任
期
付
職
員
】

村
井
幸
一
／
健
康
保
険
課
付
（
種
子
島
産

婦
人
科
医
院
組
合
派
遣
）

【
再
任
用
職
員
】

山
下
雅
子
／
健
康
保
険
課

貴
島
美
紀
子
／
福
祉
事
務
所

【
学
校
職
員
】

中
村
千
恵
子
／
種
子
島
中
学
校
技
術
主
査

（
安
城
小
学
校
技
術
主
査
）

榎
元
千
秋
／
古
田
小
学
校
技
術
主
査
（
現

和
小
学
校
技
術
主
査
）



（
次
長
兼
総
務
課
長
）

鮫
島
友
次
郎
／
次
長
兼
警
防
課
長
兼
西
之

表
消
防
署
長
（
警
防
課
長
兼
西
之
表
消
防

署
長
）

遠
藤
豊
／
総
務
課
長
（
総
務
課
長
補
佐
）

島
崎
博
人
／
南
種
子
分
遣
所
長
（
南
種
子

副
分
遣
所
長
兼
分
隊
長
）

濱
﨑
光
広
／
屋
久
島
北
分
遣
所
長
（
屋
久

島
北
副
分
遣
所
長
兼
分
隊
長
）

坂
元
孝
徳
／
警
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消

防
署
警
防
主
幹
兼
分
隊
長
（
予
防
課
長
補

佐
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
主
幹
兼
分
隊
長
）

松
元
博
之
／
総
務
課
長
補
佐
（
警
防
課
長
補

佐
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
主
幹
兼
分
隊
長
）

潮
稔
／
予
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消
防
署

予
防
主
幹
兼
分
隊
長
（
予
防
課
危
険
物
係

長
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
長
）

茅
切
正
次
／
南
種
子
副
分
遣
所
長
兼
分
隊

長
（
南
種
子
分
遣
所
警
防
係
長
兼
分
隊
長
）

真
辺
巧
／
屋
久
島
北
副
分
遣
所
長
兼
分
隊

長（
屋
久
島
南
分
遣
所
警
防
係
長
兼
分
隊
長
）

牧
瀬
守
／
警
防
課
救
急
係
長
兼
西
之
表
消

防
署
警
防
係
長
兼
分
隊
長
（
中
種
子
分
遣

所
主
査
）

牧
内
敬
一
／
予
防
課
危
険
物
係
長
兼
西
之

表
消
防
署
予
防
係
長
（
警
防
課
救
急
係
長

兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係
長
兼
分
隊
長
）

※
こ
れ
以
降
は
消
防
本
部
・
西
之
表
消
防

署
関
係
の
み
（
新
規
採
用
を
除
く
）
記
載

増
尾
浩
美
／
総
務
課
主
査
兼
西
之
表
消
防

署
（
予
防
課
主
査
兼
西
之
表
消
防
署
予
防

係
主
査
）

遠
藤
虎
太
郎
／
西
之
表
消
防
署
庶
務
係
主

査
（
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署
）

岡
留
竜
一
朗
／
総
務
課
主
査
兼
西
之
表
消

防
署
（
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署
）

大
仁
田
達
彦
／
中
種
子
分
遣
所
主
査
（
西

之
表
消
防
署
庶
務
係
主
査
）

【
新
規
採
用
】

吉
田
有
貴
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防

係
消
防
技
師

加
藤
晃
也
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防

係
消
防
技
師

森
龍
生
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏
員

消
防
士
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係

消
防
技
師

深
見
龍
稀
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防

係
消
防
技
師

羽
生
隆
文
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
南
種
子
分
遣
所
消
防
技
師

上
浦
毅
洸
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
南
種
子
分
遣
所
消
防
技
師

濵
崎
嶺
萌
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
屋
久
島
北
分
遣
所
消
防
技
師

内
田
樹
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏
員

消
防
士
屋
久
島
南
分
遣
所
消
防
技
師

【
再
任
用
職
員
】

阿
世
知
勇
一
／
消
防
本
部

発
達
障
害
に
つ
い
て
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

回 日 講座 講師

第 1回 6月 30 日（土）① 発達障害の理解 発達障害地域支援専門員
② 発達障害と医療 種子島医療センター小児科医

第 2回 8月 25 日（土）③ 発達障害と福祉 相談支援専門員
④ 発達障害と健診、療育 保健師、児童発達支援事業所支援員

第 3回 11月17日（土）⑤ 発達障害と就労 就労支援相談員
⑥ 行動面の支援 中種子養護学校教員

第 4回 12月15日（土）⑦ コミュニケーション面の支援種子島医療センター言語聴覚士⑧ 学習面の支援 中種子養護学校教員

第 5回 2月 23 日（土）⑨ 感覚と運動面の支援 種子島医療センター作業療法士
⑩ アセスメントの実際 久留米大学大学院心理学研究科客員教授

第 6回 3月 9日（土）⑪ 保護者との連携 児童発達支援事業所支援員、保護者
⑫ 個別の指導計画の活用 中種子養護学校教員

　

平
成
30
年
度
「
発
達
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

受 

講 

生 

募 

集
！

　

発
達
障
害
や
発
達
に
偏
り
の
あ
る

子
ど
も
が
、
種
子
島
で
こ
れ
ま
で
以

上
に
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
た
め

に
は
、
地
域
の
方
々
の
理
解
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
発
達
障
害
に
関
す

る
基
本
的
な
内
容
を
幅
広
く
学
習
で

き
る
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
！
種
子
島
在
住
の
医
療
・
教

育
・
福
祉
・
保
健
等
の
専
門
家
が
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
！

【
参
加
者
】

　

開
催
日
６
日
間
の
う
ち
、
４
日
以
上

参
加
で
き
る
方

【
時
間
】
14
時
〜
16
時
30
分
（
１
講
座
約

60 

分
、
１
回
に
２
講
座
）

【
参
加
費
】
５
０
０
円
（
年
間
）

【
場
所
】
種
子
島
こ
り
〜
な

【
申
込
方
法
】

　

氏
名
、
連
絡
先
、
所
属
を
記
入
の
上

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
６
月
15
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
四
葉
の
会

　

講
座
担
当 

福
元
（
中
種
子
養
護
学
校
）

　

FAX
２
７
‐
０
１
６
７



あ
ん
と
き
ゃ

　
　

こ
わ
ん
じ
ゃ
っ
た

市
制
施
行
60
周
年
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
０
７

昭
和
34
年
７
月
28
日

西
之
表
市
観
光
協
会
発
足
す

平道人会長（左）と寺谷圭生
理事兼事務局長（右）

※
表
記
は
当
時
の
ま
ま

「
昭
和
34
年
12
月
1
日
発
行　

市
報
に
し
の
お
も
て
」
よ
り
抜
粋

平
成
2 9
年
度

西
之
表
市
い
じ
め
防
止

啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

い
じ
め

を し な

い
・
許

さ
ない！

め

な

い
許

さ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
５

　

市
教
育
委
員
会
・
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
各
学
校
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
「
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
西
之
表
市
い
じ
め
防
止

啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
一
人
一
人
が
、
い
じ
め
を
し
な
い
・

許
さ
な
い
と
い
う
強
い
意
志
を
も
ち
、
周
囲
の
人
々
と
豊
か
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態

度
を
大
切
に
し
た
標
語
を
考
え
る
こ
と
、
ま
た
、
優
れ
た
標
語
を
市
民
の
皆
様
に
広

く
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
い
じ
め
問
題
を
市
民
全
体
で
考
え
、
防
止
し
よ
う
と
い
う
趣

旨
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

《
小
学
生
の
部　

特
選
》

　

お
と
も
だ
ち　
「
ご
め
ん
ね
。」「
い
い
よ
。」　

な
か
な
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
伊
関
小
１
年　

す
ぎ  

だ
い
き

　

言
っ
て
み
よ
う　

ゆ
う
き
を
出
し
て　
「
だ
め
だ
よ
。」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
安
城
小
２
年　

う
し
こ
し  

げ
ん
と
く

　

ゆ
う
き
の
花　

い
っ
ぱ
い
さ
か
せ
て　

い
じ
め
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
上
西
小
３
年　

米
谷  

彩

　

消
し
ゴ
ム
じ
ゃ　

言
っ
た
言
葉
は　

消
せ
な
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
下
西
小
４
年　

鮫
島  

日
和

　

勇
気
出
せ　

見
て
見
ぬ
ふ
り
せ
ず　

立
ち
向
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
榕
城
小
５
年　

武
田  

汰
壱

　

気
づ
い
た
ら　

助
け
て
友
の　

赤
信
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
榕
城
小
６
年　

関  

蒼
海

《
中
学
生
の
部　

特
選
》

　

無
視
す
る
の
？　

見
て
見
ぬ
ふ
り
も　

い
じ
め
だ
よ
／
種
子
島
中
１
年　

羽
嶋  

珈
蓮

　

考
え
よ
う　

言
っ
て
い
い
こ
と　

悪
い
こ
と
／
種
子
島
中
２
年　

上
妻  

愛
子

　

ヤ
メ
ナ
ヨ
っ
て　

言
え
る
勇
気
を　

言
え
る
強
さ
を
／
種
子
島
中
３
年　

濱
上  

愛
佳

次
回
は
、《
小
学
生
の
部  

入
選
》
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。　

亞
熱
帯
独
特
の
観
光
資
源
を
生
か
そ
う

　

鉄
砲
の
伝
来
で
世
に
知
ら
れ
て
い
る
種
子
島
は
縄
文
文
化
の
住
居
跡
、
或
い
は
奈

良
朝
時
代
よ
り
の
色
々
の
歴
史
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
又
亜
熱
帯
の
特
異
な
風
光

は
西
之
表
市
の
観
光
と
し
て
特
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

全
海
岸
線
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
根
を
張
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
造
り
出
す
珍
し
い
景
観
。

四
季
を
問
わ
ず
市
街
地
を
紅
の
色
で
飾
る
仏
桑
花
、
島
の
星
霜
を
語
る
榕
の
巨
樹
、
ビ

ロ
ー
樹
、
ヘ
ゴ
の
群
落
、
蘇
鉄
の
銘
木
、
更
に
本
島
に
二
本
し
か
な
い
ク
サ
ト
ベ
ラ
…

　

こ
の
よ
う
な
観
光
資
源
を
調
査
開
発
し
、
宣
伝
を
な
し
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
他
の
産
業
と
の
協
調
を
保
持
し
な
が
ら
其
の
発
達
を
促
し
以
て
西
之
表

市
発
展
の
資
と
す
る
た
め
去
る
七
月
二
十
八
日
西
之
表
市
観
光
協
会
が
設
立
発
足
致

し
た
次
第
で
す
。　

会
長
に
八
板
宗
春
氏
（
商
工
会
長
）
副
会
長
阿
部
敏
夫
氏
、
日

髙
慶
慈
氏
（
助
役
）
が
選
任
…

種
子
島
観
光
協
会
10
周
年
〜
島
内
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
〜

　

種
子
島
観
光
協
会
が
、
平
成
29
年
度
で
設
立
10

周
年
を
迎
え
、
３
月
29
日
（
木
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

種
子
島
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
「
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
88
選
」
に
種
子
島

が
選
ば
れ
て
お
り
、
式
中
、
寺
谷
圭
生
理
事
兼
事

務
局
長
（
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）
か
ら
平
道

人
会
長
（
種
子
島
観
光
協
会
）
に
認
定
プ
レ
ー
ト

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

※
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
…
ア
ニ
メ
の
舞
台
と
な
っ
た
地

を
巡
る
旅
行
な
ど
の
こ
と

今
は

こ
わ
ん
じ
ゃ



西之表市立図書館がリニューアルしました！
　新システム導入によってイ
ンターネット（ホームページ）
での蔵書検索ができるように
なりました。館内にも検索端
末「館内OPAC（※ 1）」を設
置しましたのでご利用下さ
い。
　またレイアウトも一新し、
明るい館内になりました。ご
来館、お待ちしています。

【本を借りるとき】
　利用カードは島内に住所があれば作成
できます。運転免許証やマイナンバー
カードなど住所が確認できるものをご用
意ください。
　平成 30 年 4 月 1 日以前に作成してい
た利用カードは、システムの更新のため
使用できなくなります。５分ほどで新し
い利用カードを作ることができますの
で、カウンターでお声かけください（※
2）。（返却の際のカード提示は必要ありま
せんが、作り直しのため、カードの提示
をお願いする場合があります）
　おひとり 5冊まで 2週間借りることが
できます。

【月の行事案内】
■親子読書会
　毎月第 2土曜日、午後 2時から 30 分ほどで季節や行事にちなんだおはなし
会をしています。どなたでも参加できます。

【その他サービス】
■リクエストサービス
　読みたい本が見つからない場合や貸
出中の時に予約できるサービスです。
■レファレンスサービス
　図書館の職員が調べもののお手伝い
をするサービスです。
■居住地返却
　利用者の方が鹿児島県立図書館で借り
た本を当館に返却することができます。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
立
図
書
館　

℡
２
３
‐
４
３
６
８

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

＋

●開館時間
　9時～ 19 時（4月～ 10 月）
　9時～ 18 時（11 月～ 3月）
●休館日
　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合
は開館し、翌日が振替休日）
　年末年始（12/29 ～ 1/3）
※西之表市立図書館ホームぺ－ジ
　　http://nishinoomote-lib.jp/

（※ 1）

（※ 2 新しい利用カード）

（利用者氏名）



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
と

し
て
、
老
齢
・
障
害
・
死
亡
に
関
し
て
必
要

な
給
付
を
行
い
、
健
全
な
国
民
生
活
の
維
持
・

向
上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者
、
自
由
業
者
や

学
生
な
ど
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）
が
納
め
る
保
険
料
は
物
価

と
賃
金
の
変
動
に
基
づ
き
改
定
さ
れ
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

の
保
険
料
は
１
万
６
３
４
０
円
で
す
。

納
付
の
方
法

　

納
付
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

納
付
の
期
限

　

納
付
期
限
は
、「
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
月
末
が
祝
祭
日
の

場
合
は
、
翌
営
業
日
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
と
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

な
い
よ
う
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
手
続
き
の
方
法

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
回
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
の
方
法
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

●
支
払
っ
た
代
金
は
全
額
返
金
し
て
も
ら
い
、
受
け
取
っ
た
商
品
は
販

売
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
商
品
の
引
き
取
り
費
用
は
販
売

業
者
の
負
担
で
す
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る
場
合
は
、
販
売
業
者
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
へ
同
時
に
通
知
し
ま
す
。

●
無
事
に
終
わ
っ
た
ら
関
係
書
類
は
５
年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
書
き
方
・
手
続
き
方
法

が
分
か
ら
な
い
時
は
、
す
ぐ
に
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
く
ら
し
の
ご
用
心
よ
り
抜
粋
）

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 314

　消費者ホットライン ℡ 188（局番なし）

納
付
が
困
難
な
場
合

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険

料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て

い
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
の
お
手
続
き
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

　

平
成
30
年
３
月
５
日
よ
り
、
年

金
請
求
や
諸
変
更
等
の
各
種
手
続

が
基
礎
年
金
番
号
だ
け
で
な
く
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
で
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
次
の
書
類
等
で

本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

①
番
号
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
）

②
身
元
（
実
在
）
確
認
書
類
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
変
更
し
た
場
合

は
、
日
本
年
金
機
構
へ
の
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
販
売
業
者
に
必
ず
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

①
ハ
ガ
キ
表
面
に
、
販
売
会
社
住
所
、
販
売
会
社
名
を
記
入
し
代
表
者

殿
と
し
ま
す
。

②
ハ
ガ
キ
裏
面
は
、「
契
約
解
除
通
知
書
」
と
書
き
、
契
約
年
月
日
、
商

品
名
、契
約
金
額
、販
売
会
社
名
、担
当
者
名
を
記
入
し
、代
金
を
支
払
っ

て
い
れ
ば
「
支
払
い
済
の
代
金
○
○
円
を
返
金
し
、
商
品
を
引
き
取
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
記
入
し
、
記
入
年
月
日
、
住
所
、
契
約
者
名
を
書
き

ま
す
。

③
ハ
ガ
キ
の
両
面
を
コ
ピ
ー
し
「
特
定
記
録
郵
便
」
か
「
簡
易
書
留
」

で
送
り
ま
す
。

④
ハ
ガ
キ
の
コ
ピ
ー
と
郵
便
局
で
受
け
取
っ
た
受
領
証
は
一
緒
に
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
契
約
は
よ
く
考
え
て
慎
重
に
！



種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

平
成
29
年
度
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
30
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
「
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
初
級
編
・
中
級
編
・
上
級
編
）」
を
開
催
し

ま
し
た
。介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

は
地
域
で
の
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
や
日
常

生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
等
を
支
援
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

上
級
編
を
受
講
さ
れ
た
20
名
の
方
に
は
、

介
護
予
防
や
認
知
症
の
基
礎
知
識
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
役
割
等
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
元
気
ア
ッ
プ
教
室
な
ど
の
実
地
研
修

を
経
て
、
３
月
22
日
（
木
）
に
修
了
証
と
証

明
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
級
編
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
、
昨
年
か

ら
活
動
し
て
い
る
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
会 

よ
つ
ば
」
の
会
員
と
し
て
元
気
ア
ッ

プ
教
室
の
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
の
サ
ロ
ン
立
ち

上
げ
の
支
援
等
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
初
級
編
・
中
級
編
を
修
了
さ
れ

た
方
々
も
含
め
地
域
で
の
介
護
予
防
事
業
へ

の
協
力
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
等
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
初
め

て
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
か
ら
今

年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ロ

ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
発
射
場
が
３

か
所
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
た

の
は
、
竹
崎
地
区
に
あ
る
小
型
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
場
で
試
験
用
や
実
験
用

の
小
さ
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

次
に
、
30
ｍ
か
ら
40
ｍ
程
の
大
き

さ
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
大
崎
地
区
に
あ
る

中
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
は
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
、
Ｈ

‐
Ⅱ
Ｂ
の
大
型
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
、
吉

信
地
区
に
あ
る
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

場
か
ら
打
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
に
は
３
か
所
の
発
射
場
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
発
射
場
を
作
る
に
あ

た
り
、
地
元
の
方
々
の
畑
や
山
林
等

の
移
譲
、
集
落
の
移
転
、
町
道
の
廃

線
な
ど
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

今
の
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。

有
人
月
面
基
地
建
設
に
向
け
た

　
　
　
　

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245

将来の月面基地の想像図

たた

　

宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
」

は
、
国
の
研
究
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
と
大
学
、
研
究
所
、
民
間
企
業
な

ど
、
異
分
野
の
知
識
や
技
術
を
活
か

し
、
技
術
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
新

た
な
試
み
で
す
。

　

南
極
昭
和
基
地
で
の
建
物
建
設
に

携
わ
る
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
が
月
面
基
地

建
設
に
向
け
た
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
つ
つ
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
新
た
な

技
術
開
発
に
挑
み
ま
す
。

　

月
面
や
火
星
で
の
建
設
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
、
地
上
で
の
未
来
の

住
宅
造
り
に
向
け
た
技
術
改
新
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
Ｇ
Ｗ
中
開
館
に
つ
い
て

　

５
月
１
日
（
火
）
〜 

５
月
６
日
（
日
）

ま
で
休
ま
ず
開
館
い
た
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3636 4068 7704 3872
上西 233 249 482 266
下西 1047 1175 2222 1167
国上 528 580 1108 592
伊関 190 201 391 210
安納 197 218 415 225
現和 605 636 1241 672
安城 137 153 290 166
立山 49 44 93 51
中割 44 45 89 57
古田 177 219 396 198
住吉 413 480 893 503

［火　災］
出火件数　 4 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　91件
うち急病　60件

発生件数　 6 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 6 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

平
原　

心こ
は
る暖

女
拓
哉

亜
弥

松
畠

岡
田　

琉る
い愛

女
拓
也

未
来

榕
城
中
目

平
田　

稟り
ん

女
拓
馬

亜
理
沙
鴨
女
町

木
戸　

一い
ち
か樺

女
拓
磨

遥
香

出
水
市

日
髙　

鈴す
ず

女
翔
兵

由
佳

鴨
女
町

溝
川　

友ゆ

お

は
桜
羽

女
友
貴

珠
美

松
畠

名
越　

心う

き葵

女
裕
人

祥
美

東
町

［人口］
全体 15,324 人（－ 299）
男性 7,256 人（－ 152）
女性 8,068 人（－ 147）
［世帯数］

世帯（－ 123）
（　）内の数字は前月比

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

榎
本　

清
春

伊
関

榎
本　

ト
ヨ

大
田　

フ
サ
エ
田
之
脇

日
髙　

巖

日
髙　

雅
夫

峯

日
髙　

彰
子

中
目　

政
孝

千
葉
県

中
目　

タ
ヨ

島
田　

健
一
郎
浅
川

島
田　

ナ
ミ

下
園　

茂

庄
司
浦

下
園　

ユ
ワ

阿
卋
知　
　

躬
川
迎

阿
卋
知
由
美
子

小
倉　

正
昭

平
山

小
倉　

豊

宮
原　

郁
子

久
保
田

宮
原　

貢

瀬
下　

洋
子

榕
城
中
目
瀬
下　

耕
三
郎

鮫
島　

ヒ
ロ
子
川
迎

鮫
島　

友
三
郎

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

菊
永　

タ
ツ
エ

101

松
畠

松
野　

利
廣

66

桜
園

上
妻　

ヤ
ス

87

古
田
中
之
町

鮫
島
　

ト
シ

101

上
之
原
町

赤
﨑　

隆

84

軍
場

萩
原　

ツ
ル

78

湊

中
元　

惠
美
子

87

朝
日
が
丘

鮫
島　

ス
ミ
エ

90

安
城
下
之
町

田
畑　

イ
ツ
子

89

鴨
女
町

上
妻　

ヨ
シ
ヱ

93

松
畠

平
𠩤　

浩
二

56

本
立

山
口　

正
春

91

国
上
中
目

山
口　

幸
子

90

鞍
勇

古
田　

喜
志
夫

72

美
浜
町

宮
田　

シ
ヅ

95

池
野

砂
坂　

清
定

89

池
之
久
保

白
石　

ミ
エ

98

白
石

赤
﨑　

博

82

軍
場

日
髙　

チ
ヌ
子

83

西
町

遠
藤　

ハ
ツ
ヨ

94

住
吉
中
之
町

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

　

師　

光
基　
　
　

小
牧　
　

　
　

＆

中
川　

沙
耶
佳　
　

出
水
市

長
野　

操

97

枦
之
峯

横
山　

フ
ミ

94

寺
之
門

木
𠩤　

ヨ
シ

93

武
部

田
上　

信
雄

76

能
野
里

下
園　

純
子

77

榕
城
中
目

毛
井　

カ
ズ
子

81

野
木
平

大
田　

馨

88

田
之
脇

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

榎
本　

省
吾　
　
　

上
石
寺　

　
　

＆

加
瀬　

彩
佳　
　
　

榕
城
中
目



　

市
政
の
窓
4
月
号
13
ペ
ー
ジ
「
東
京
大
学
博
士
課
程
卒
業
論
文
で
種
子
島
で
の
研
究
を
紹
介
」
の
記
事
に
一
部
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）「
東
京
大
学
博
士
課
程
卒
業
論
文
」
　
　
　
　

（
正
）「
東
京
大
学
博
士
論
文
」

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月

掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

春
ま
ぢ
か
水
ぬ
る
む
時
河
口
に
流
れ
お
ち
行
く
玉
ゆ
ら
の
音

春
さ
か
り
桜
ひ
ら
き
て
青
空
の
晴
れ
た
る
い
ろ
は
真ま

す
み澄

て
高
し

山
茶
花
の
散
り
敷
く
庭
に
啄
め
る
雉
の
親
子
を
冬
日
の
包
む

友
人
の
届
け
て
く
れ
し
青
首
の
大
根
夕
餉
は
ぶ
り
と
の
煮
物
に

玻
璃
戸
ご
し
椿
の
小
枝
の
揺
れ
工
合
鵯
か
目
白
か
分
か
る
が
た
の
し

四
十
畳
敷
け
る
岩
場
に
寝
転
ん
で
磯
の
香
を
利き

く
板
敷
の
鼻

繁
雑
な
日
々
を
避
け
た
く
来
て
し
ま
う
美
術
館
へ
の
階
段
の
ぼ
る

さ
わ
や
か
な
四
月
の
風
を
深
呼
吸
色
と
り
ど
り
の
若
葉
眺
め
つ

岩
肌
に
今
が
春
盛さ

か
りの

山
桜
群
青
の
空
ひ
こ
う
き
雲

あ
の
浜
で
塩し

お

焚た

き
し
た
と
叔お

ば母
に
聞
く
祖
父
母
育
ち
し
浅
川
村
は

海
荒
れ
て
ポ
ス
ト
に
届
か
ぬ
新
聞
は
今
日
で
三
日
目
島
に
暮
ら
せ
ば

し
ゅ
ん
し
ゅ
ん
と
薬や

か
ん缶

の
湯
気
は
ま
ぼ
ろ
し
か
姑
が
恋
し
火
鉢
が
恋
し

秋
佐
野
や
旧
海
軍
の
赤
煉
瓦
い
く
さ
を
語
る
ひ
と
が
ま
た
逝
き

ロ
ウ
バ
イ
の
ち
り
し
く
庭
を
は
き
ゆ
け
ば
そ
っ
と
顔
出
す
ス
ミ
レ
の
若
葉

枯
れ
ゆ
き
し
葉
を
落
し
た
る
老
梅
も
春
呼
ぶ
つ
ぼ
み
枝
に
膨
ら
む

桜
花
春
風
に
乗
り
ち
り
ぢ
り
に

わ
ら
び
苑
・
川
口　

盛
信

納
曽
・
河
内　

雅
美

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

野
首
・
笹
川　

満
子

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

花
里
崎
・
園
田　

時
博

中
西
・
高
重　

孝
子

横
山
・
西
岡
ミ
チ
子

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

香
里

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

正
德

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

西
町
・
濱
田　

千
代

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

北
九
州
市
・
宮
島　

洋
子

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
つ
ね
よ
し

区　分 島内産 島外産
入荷量 19 トン 25 トン
44 トン （43％） （57％）
取引額 664 万円 440 万円
1,104 万円 （60％） （40％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根 菜 類 727 88 4,678 469
葉茎菜類 3,785 505 6,774 779
果 菜 類 1,315 355 3,956 1,093
そ の 他 10,716 2,525 4,045 833
小 計 16,543 3,473 19,453 8,174

果
物
類

か ん き
つ 類 630 185 1,083 147

果 瓜 類 0 0 3 1
そ の 他 1,755 1,738 3,045 785
小 計 2,385 1,923 4,131 933

鳥卵・加工品等 516 310 1,152 288

花　類
31,970

938
0

0
本 本

青
果
状
況
【
3
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、
種
子
島
公
設
地

方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
5
月
の
休
み
》
3
日
・
4
日
・
6
日
・
9
日
・
13
日
・
16
日
・
20
日
・

23
日
・
27
日
・
30
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
制
作
を
依
頼
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
完
成
発
表
で
市
役
所
を
訪
れ
た
種
子
島

中
学
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
で
す
。
背
景
に
は
カ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
２
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
（
モ
ノ
ト
ー
ン
イ
メ
ー
ジ
は
８

ペ
ー
ジ
）。
こ
の
日
は
２
年
生
３
名
が
訪
問
し
、市
長
、教
育
長
に
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
、

部
員
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
案
を
作
成
し
、そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
生
徒
は
、「
60
の
６
の
文
字
は
、

庭
に
咲
い
て
い
た
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
を
見
て
思
い
つ
い
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
中
美
術
部
の
皆
さ
ん
、
親
し
み
や
す
い
素
敵
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
公
）

広告

準備にてこずってしまいました。
大変申し訳ございませんでした。

ズボン裾上げ 700 円から
ファスナー直し 800 円から
ふせからお仕立まで !!
きものの自作品を展示中 !!

シバ束 100 円、お花、すかしゆり、カサブランカ、
ダリヤなど成長中です。
＊営業時間…AM10 時～ PM5時＊定休日…月、火曜日 
＊電話…090-5383-0747（西村）

※お詫び

【お直し】

【自家花】
東町 32 番地

you
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出張整体で疲れや痛みから解放します‼
【営業時間】

　10：00 ～ 20：00（不定休・予約制）

【施術内容】

◎初回料（問診・身体評価）：500円

◎交通費500円（西之表）、1000円（中種子）

・整体
　20分…1500円 ～ 40分…2500円

・リンパケア
　20分…1500円 ～ 40分…2500円

リンパ美容整体院 久友
代表　姥　隼人

うば

080‐6463‐6134

お電話下さい!資料送ります!

鹿屋海技
TEL.0994-43-2853
FAX.0994（43）5987

松下モータース
☎23-1333西之表

種子島漁協本所
☎23-2070西之表

マリンハウス臼元
☎23-0121西之表

フィッシングラッキー種子島
☎23-0501西之表 主催：㈱ボート免許センター

6/9　　夕方6:30～
南種子町研修センター（南種子）

6/10　  昼1:00～
種子島産業会館（西之表）

更新
失効講習

8.800円更新
16.500円失効

※写真撮ります。送料もサービス!

当日
OK!

土

日

6/10　  朝9:30～
種子島こり～な（中種子）

日

取
次
店

6月
開講!!
6月
開講!!

各種クレジットカード・ローン支払い可

ボート免許取得ボート免許取得ボート免許取得ボート免許取得

◎取次店に詳しい日程案内、申込用紙を準備してあります。

しめきり
5/28月

島間港予定学科
会場

学科
実技南種子・中種子・西之表 いずれかの会場

6/7 11 1・2級・水上バイク 同時開催木 月
● 1級船舶…3日半、 2級船舶…2日間 ●

詳しい日程は問い合わせください。

147,000円1級
124,000円2級
74,000円バイク

10%引き!!10%引き!!10%引き!!規定講習料から
期間中の申し込みで

 5/10（木）までにお申し込み下さい

～
規定講習料
147 000円
124 000円
74 000円

■ 日　時/2018年7月7日（土） 11時～受付・12時開会
■ 場　所/東海大学校友会館
　　　　　　東京都千代田区霞ヶ関3-2-5　霞ヶ関ビル35階
　　　　　　TEL 03-3581-0121
■ 交　通/地下鉄銀座線（虎ノ門駅）徒歩5分
　　　　　JR新橋駅徒歩10分
■ 会　費/男性 9,000円 ・ 女性 6,000円
　　　　　学生半額
■ 事務局/東京都台東区1-23-7
　　　　   株式会社 タカラニコー内
　　　　　TEL 03-3831-4030

第21回関東種子島会へのご案内
下記のとおり開催いたします
第21回関東種子島会へのご案内
下記のとおり開催いたします
第21回関東種子島会へのご案内
下記のとおり開催いたします
第21回関東種子島会へのご案内
下記のとおり開催いたします


